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J.D. パワー 2024 年日本自動車テクノロジーエクスペリエンス（TXI）調査 SM 

～レクサスが 2 年連続でブランド総合１位、マスマーケットブランドではスバルが４年連続の１位～ 

 

 CS（顧客満足度）に関する調査・コンサルティングの国際的な専門機関である株式会社 J.D. パワー ジャパン（本

社：東京都港区、代表取締役社長：山本浩二、略称：J.D. パワー）は、J.D. パワー 2024 年日本自動車テクノロジーエ

クスペリエンス（Tech Experience Index、略称 TXI）調査 SMの結果を発表した。 

 

ブランド別総合イノベーションランキングはレクサスが 2 年連続１位 

先進機能・装備の充実度とユーザーの評価に基づいて算出するブランド別総合イノベーションランキングは、レクサ

ス（612 ポイント）が２年連続で１位となった。マスマーケットブランドでは 4 年連続でスバル（546 ポイント）が１

位となった。 

 

各種先進機能・装備の装備率、登録車は引き続き上昇も、軽自動車では限定的 

先進機能・装備の装備率推移をみると、登録車では、調査対象とした 20 機能・装備中、15 の装備率が前年を上回

り、1 車両に搭載される機能や装備の数が引き続き上昇していることが確認された。装備率の伸びが最も顕著だったの

は「自動運転支援」で、2023 年の 43%から７ポイント増の 50%であった。 

一方、軽自動車については、前年から上回った機能・装備は 5 つにとどまり、登録車に比べると装備率の上昇は限定

的であった。一般的に、先進機能・装備の充実化は車両の魅力を高めるが、同時に車両価格の上昇をもたらす。登録車

／軽自動車の先進機能・装備に対するメーカーの考え方の違いが表れる結果となった。 

 

電動車関連機能・装備は利用評価が高く、かつ次回ニーズも高い 

利用者が極端に少ない「AR ディスプレイ」と「指紋認証」を除く 18 機能・装備について、利用評価（エグゼキュ

ーションインデックス、1,000 点満点）と次回装備意向（「必ず欲しい」の回答割合）を元に分類を行った。 

利用評価と次回装備意向が共に高かった上位３機能・装備は、「外部給電」（エグゼキューションインデックス：

832 ポイント、次回装備意向：48％）、「ワンペダルドライブ」（838 ポイント、44％）、「充電スケジュール管理」

（831 ポイント、45％）であった。いずれも電気自動車やプラグインハイブリット車等の電動車特有機能であり、ユー

ザーがこれらの機能を高く評価し、必需機能と感じていることが分かる。 

 

一部の機能・装備については廃止も含めた再考が望まれる 

一方、利用評価、次回装備意向共に低かった 3 機能・装備は、「ジェスチャーコントロール」（692 ポイント、

15％）、「顔認証」（775 ポイント、18％）、「リモートパーキングアシスト」（767 ポイント、23％）であった。

特にジェスチャーコントロールは 18 機能・装備の中で、利用評価、次回装備意向共に最も低かった。 

これら 3 機能・装備はいずれも不具合指摘項目の中で「動作が不安定／不正確」の指摘が最も多い。すなわち、ユー

ザーが思う様に操作できない／機能しないとの評価である。ユーザーにとってストレスのない操作性や機能性の実現が

望まれるが、ニーズ自体が低いことを考慮すれば、過剰装備や車両の高価格化を避けるための機能廃止という選択肢も

ありそうである。 



 
 

スマートフォンのデジタルキーには、“キーがスマートフォンでなければならない理由”が必要 

「スマートフォンのデジタルキー」（801 ポイント、25％）は相対的な利用評価は高いものの次回装備意向が低い。

スマートフォンを車のキーとして使用する利点や必需性が十分に感じられていないことに加え、利用料金がかかること

を利用中止や未利用の理由として挙げる傾向もみられる。デジタルキーの利点拡大や訴求の再考が望まれる。 

 

ドライブレコーダーは「分かりにくさ／使いにくさ」の改善が望まれる 

「ドライブレコーダー（自動車メーカー／ディーラーの純正品）」の装備率は 72%で、次回装備意向も 59％と高

く、今や自動車オーナーにとっての必需装備といえる。しかしながら利用評価は 773 ポイントと、18 機能中 16 番目

の評価だった。低評価の要因として「分かりにくい／使いにくい」といった不具合指摘が多く、機能について不満や不

具合を指摘した人の 36%が「きちんと説明を受けないと使えない」と回答している。いざという時に直感的に操作、

利用できるような改善が望まれる。 

 

 

J.D. パワー 2024 年 日本自動車テクノロジーエクスペリエンス調査、総合イノベーションランキングは以下の通り。 

【ラグジュアリーブランド】 

第１位：レクサス  ※調査対象全ブランド中第１位 

【マスマーケットブランド】 

第１位：スバル 

第２位：日産 

第３位：トヨタ 

 

《J.D. パワー 2024 年 日本自動車テクノロジーエクスペリエンス調査 SM概要》 

  

年に１回、新車購入後２～13 ヶ月経過したユーザーを対象に、先進運転支援をはじめとする各種機能・装備につ

いて、購入した新車の装備有無や利用上の不具合経験、利用評価、今後の意向等を捉えた調査。機能・装備毎の不具

合経験と利用評価を元にエグゼキューションインデックスを算出。さらに、すべての機能・装備別エグゼキューショ

ンインデックスと装備普及率を元に、各ブランドがどれだけ迅速、効果的に新しい機能・装備を市場導入しているか

を示す総合イノベーションインデックスを算出している。今回で 4 回目となる。 

 

20 の先進機能・装備は以下の通り： 

＜利便装備＞デジタルルームミラー、車載ドライブレコーダー、顔認証、指紋認証、グラウンドビューカメラ、ジ

ェスチャーコントロール、降車時安全支援 

＜安全・運転支援＞自動運転支援、アクティブレーンチェンジアシスト、緊急時自動操舵支援、コーナリングスピ

ードアシスト、ダイレクトドライバーモニタリング、フロントクロストラフィックワーニング、リモートパーキン

グアシスト 

＜エネルギー／サステナビリティ＞外部給電、充電スケジュール管理、電気自動車エネルギーアシスタント、ワン

ペダルドライブ 

＜インフォテインメント／コネクティビティ＞AR ディスプレイ、スマートフォンのデジタルキー 

 

■実施期間：2024 年５月～６月 ■調査方法：インターネット調査 

■調査対象：新車購入後２～13 ヶ月経過したユーザー（18 歳以上） ■調査回答者数：21,412 



 
 

《本リリースに関するお問い合わせ》 

株式会社 J.D. パワー ジャパン 

メディア関係者様お問い合わせ：北見（コーポレート コミュニケーション） 

Tel：03-6809-2996  E-mail：release@jdpa.com 

調査レポート購読等お問い合わせ：末重 (オートモーティブ部門) 

Tel：03-6809-2987  E-mail：hideaki.sueshige@jdpa.com 

 

～2024 年  J.D. パワー 自動車関連調査発表スケジュール～ 

８月：日本自動車セールス顧客満足度（SSI）調査  

９月：日本自動車サービス顧客満足度（CSI）調査、日本自動車初期品質調査 （IQS） 

10 月：日本自動車商品魅力度（APEAL）調査 、日本中古車セールス顧客満足度（UVSSI）調査 

11 月：日本自動車テクノロジーエクスペリエンス（TXI）調査 

12 月：日本 EV エクスペリエンス-オーナーシップ（EVX-O）調査 

 

 

＊J.D. パワーが調査結果を公表する全ての調査は、J.D. パワーが第三者機関として自主企画し実施したものです。 

 

【ご注意】本紙は報道用資料です。弊社の許可なく本資料に掲載されている情報や結果を広告や販促活動に転用するこ

とを禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

J.D. パワーについて： 

米国に本社を置く J.D. パワーは自動車に関するデータと分析の国際的なマーケティングリサーチカンパニーです。自動車業界及び一部の関

連企業に、業界インテリジェンスや消費者インサイト、アドバイザリー、ソリューションを提供しています。 

独自の広範なデータセットとソフトウェア機能を高度な分析および人工知能ツールと組み合わせて活用し、クライアントのビジネスパフォー

マンスの最適化を支援しています。 

J.D. パワーは 1968 年に設立され、北米、ヨーロッパ、アジア太平洋にオフィスを構えています。 

事業内容の詳細については、https://japan.jdpower.com/ja をご覧ください。 

 

 

J.D. パワーでは、本調査以外にも、下記の自動車関連調査の結果を発表しています。 

 

 

  

https://japan.jdpower.com/ja


 
 

注) 回答者数等の諸条件が弊社規定条件を満たしたブランド／セグメントのみ公表対象としています。

出典： J.D. パワー 2024年日本自動車テクノロジーエクスペリエンス（TXI）調査SM

本紙は報道用資料です。J.D. パワーの許可無く、本資料に掲載されているデータを広告および販促活動に転
用することを禁止します。
報道で本資料に使用されている図表およびグラフを引用する際には、必ず、上記出典を明記して下さい。
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（1,000ポイント満点）

総合第1位



 
 

出典： J.D. パワー 2024年日本自動車テクノロジーエクスペリエンス（TXI）調査SM

本紙は報道用資料です。J.D. パワーの許可無く、本資料に掲載されているデータを広告および販促活動に転
用することを禁止します。
報道で本資料に使用されている図表およびグラフを引用する際には、必ず、上記出典を明記して下さい。

J.D. パワー

2024年日本自動車テクノロジーエクスペリエンス（TXI）調査SM

総合イノベーションランキング
（1,000ポイント満点）

【マスマーケットブランド】

546

492

478

464

456

439
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436

424

407

403

スバル

日産

トヨタ

三菱

マスマーケットブランド平均

ホンダ

フォルクスワーゲン

マツダ

ＭＩＮＩ

スズキ

ダイハツ

注) 同点の場合は英文表記アルファベット順にて掲載しています。
回答者数等の諸条件が弊社規定条件を満たしたブランド／セグメントのみ公表対象としています。

 


